
学校名 北海道長万部高等学校

■長万部高校のミッション（使命･存在意義）

　【学校教育目標】

１　学校教育目標実現のための重点目標

２　目指す生徒像

○　明朗快活で何事にも積極的に学校生活が送れる生徒 評価基準

○　自らが進路実現向けて目標設定し地道に努力する生徒

○　自分の言動に責任を持ち、自己管理ができる生徒 【自己評価の適切さ】

○　集団生活におけるルール・マナー・時間を守れる生徒 Ａ　適切な評価である

○　他者への思いやりを大切にできる生徒 Ｂ　ほぼ適切な評価である

３　目指す学校像 Ｃ　やや不適切な評価である

○　生徒、保護者、地域から信頼される学校 Ｄ　不適切な評価である

○　生徒の進路実現に応える学校

○　生徒が自ら学び、探究心に溢れる学校 【改善に向けた取組の適切さ】

○　人としてあるべき姿を追求する学校 Ａ　十分な効果が期待できる

４　自己評価結果 Ｂ　ほぼ十分な効果が期待できる

取組 【Ａ：十分である　Ｂ：おおむね十分である　Ｃ：やや不十分である　Ｄ：不十分である】 Ｃ　あまり効果が期待できない

達成 【Ａ：十分である　Ｂ：おおむね十分である　Ｃ：やや不十分である　Ｄ：不十分である】 Ｄ　全く効果は期待できない

　　A（4.0～3.25）、B（3.24～2.5）、C（2.49～1.75）、D（1.74～1.0）　　  ※Ａ＝４　Ｂ＝３　Ｃ＝２　Ｄ＝１で換算

５　学校関係者評価
評価の適切さ・取組の適切さ共に　A（4.0～3.25）、B（3.24～2.5）、C（2.49～1.75）、D（1.74～1.0）　　  ※Ａ＝４　Ｂ＝３　Ｃ＝２　Ｄ＝１で換算

１．学力の底上げを図る ①学力差に対応した指導の工夫を図ったか
B

3.18
B

2.82
B

3.2
B

3.2

２．.主体的な学習姿勢や意欲の
醸成を図る

②シラバスの活用や進路希望との関連を図ったか B
3.18

B
2.91

B
3.2

B
3.2

３．.主体的･対話的で深い学び
の実践に努め、授業の更なる工
夫・改善を図る

③生徒を引きつける授業展開を意識したか
B

3.18
B

3.00
B

3.2
B

3.2

④観点別に生徒の学習状況を把握したか
B

2.82
B

2.73
B

3.0
B

3.0

⑤主体的･対話的で深い学びや言語活動を重視し、わか
る喜びを体感させたか

B
3.09

B
2.73

B
3.2

B
3.0

１．規律、社会常識を遵守する
心を育成し、交通安全・ﾈｯﾄﾏﾅｰ
を徹底する

①基本的な生活習慣やマナー指導が徹底できたか
B

3.18
B

3.00
B

3.2
B

3.2

２．自主性・協調性・思いやり
の心を醸成する

②その場その場の臨場指導ができたか
Ａ

3.45
Ａ

3.27
A

3.6
A

3.6

３．学年、教科の枠を越えた生
徒指導を実践する

③交通安全指導、ネットマナー指導は徹底できたか
A

3.27
A

3.27
A

3.8
A

3.8

④生徒のサインや変化を見逃さず、いじめ等の未然防止
が図れたか

A
3.55

A
3.36

A
3.8

A
3.8

⑤情報を共有し、委員会、分掌、学年の連携・共通実践
はできたか

A
3.64

A
3.55

A
3.8

A
3.8

1.進路意識の早期醸成と望まし
い職業観・勤労観の育成

①目標を明確にして計画的な進路指導ができたか Ａ
3.27

B
3.18

A
3.6

A
3.4

2.適正な自己理解と進路目標の
明確化

②中高で連携した「キャリアパスポート」は有効活用で
きたか

B
2.73

B
2.55

B
3.0

B
3.2

3.３年間を見通した組織的・計
画的な進路指導の展開

③保護者への情報提供は充実していたか
Ｂ

3.09
Ｂ

3.00
B

3.0
B

3.0

④個人面談・三者面談を効果的に行ったか
Ｂ

3.18
Ｂ

3.00
B

3.0
B

3.2

⑤資格取得・講習等は適切に推進できたか
Ａ

3.45
Ａ

3.45
A

3.8
A

3.8

進
路
指
導

①今後も全教職員の協力により、全体構造図を意識した進路指
導事業を計画的に実施する。進学希望者へは個別の希望に応
じ、少人数指導や進学講習等、適切な学習指導を計画し、実行
するよう努める。就職希望者には個別の希望と適性に応じた就
職活動への効果的な支援を行うとともに、正規就労意識の向上
に向けた、啓発、個別相談等の充実に努める。
②町研サークル等での交流を通し、小中高で有効に活用できる
キャリアパスポートの改善に努める。
③家庭訪問、日常の連絡相談等により、家庭と連携し生徒の進
路活動支援を充実させていく。
④今後も生徒の希望に応じ、進路面談・進学講習・インターン
シップ等、進路指導を計画し実行していく。特に、就職希望者
には個別の希望と適性に応じた就職活動への効果的な支援を行
うとともに、正規就労者意識の向上に向けた啓発や個別相談等
の充実に努める。
⑤今後も資格の有用性と挑戦することの大切さを啓発しなが
ら、資格取得希望者を全力でサポートしていく。

学校関係者の意見

⑤の資格取得はＡですか。さらなる上級の資格にチャレンジさせる指導をお願いします。
①について進学希望者のレベルアップと推薦入学の活用を

教
 
 
育
 
 
活
 
 
動

確
か
な
学
力
の
育
成

①⑤生徒の授業アンケートを有効に活用するとともに、アク
ティブラーニングの視点からの授業改善に係る授業研究、校内
研修を推進し、授業アンケート等により生徒の主体性、協働性
の向上についての検証を進める。
②③④個別の興味・関心、能力に応じた学習を計画し、生涯に
わたって能動的に学び続けられるようにする。知識・技能に偏
らない、観点別の評価方法とその意義、生徒自身による自己評
価の活用等について評価者が研鑽するとともに、指導と評価の
一体化を意識した授業実践に努める。
「総合的な探究の時間」と教科との学習が横断的につながりを
持てるような視点を持ち指導にあたる。

学校関係者の意見

高校存続の為の最大の努力が必要だとの認識は教職員、評議員も理解はしてはいますが、向上の為にお願いします。

豊
か
な
心
の
育
成

①②身だしなみ指導については、今後も規則の存在する理由を
しっかりと理解させ、生徒・保護者の理解を促すとともに、組
織的な指導を継続する。特に授業規律については、教員間で指
導方法について再確認し、指導にぶれが出ないようにしてい
く。
③今後も地域と連携・協働した行事を継続し、小規模校でも、
生徒が満足し、地域を活性化する行事の計画・実施に努める。
④いじめ防止基本方針を周知徹底するとともに、望ましい人間
関係の在り方について生徒自身が考える機会を設ける。また、
生徒の様子を注視するとともに生徒との対話の機会を増やし、
嫌がらせも含めたいじめの早期発見に努める。
⑤特別な支援を必要とする生徒の見極めを客観的に行うととも
に、個別の生徒理解に係る研修会等を実施して、多様性の理解
に基づく、組織としての教育相談、生徒指導を推進する。

学校関係者の意見

改善・充実の方策
自己評価の

適切さ
改善に向けた
取組の適切さ

領域
重点
事項 今年度の目標 目標達成のための評価の観点

取組の
適切さ

達成状況

（1）常に前向きで何事にも粘り強く取り組む力を養う。

（2）多くのことに疑問を持ち考え抜く力を養う。

（3）自らの正しい判断をする力と他を思いやる心を養う。

自己評価において達成状況評価にＣ,Ｄの回答をした人数が25%以上の課題項目) 自己評価 学校関係者評価

令和３年度　学校評価書

学校関係者

学校評議員

「地域の期待に応える長万部高等学校」 　　５　名

○しなやかにたくましく社会を生き抜く、人としての力を育む



領域
重点
事項 今年度の目標 目標達成のための評価の観点

取組の
適切さ

達成状況 改善・充実の方策
自己評価の

適切さ
改善に向けた
取組の適切さ

１．安全で安心な学習環境の確
保

①実践的な健康教育・安全教育により生命尊重の精神が
育成できたか

A
3.36

A
3.36

A
3.8

A
3.8

２．心身の自己管理能力の向上
②ＳＣや専門機関、保護者と連携した生徒支援はできた
か

Ｂ
2.91

Ｂ
2.82

B
3.0

B
3.2

３．教育相談機能の充実
③就学支援委員会、学年、分掌が情報を共有し、健康安
全面の連携・実践はできたか

A
3.64

A
3.55

A
3.8

A
3.8

１．保護者・地域との密接な連
携による教育活　　　動の推進

①生徒の取り組みや学習成果などの広報活動は充実して
いたか

Ｂ
3.18

Ｂ
3.18

B
3.2

A
3.4

２．適切な情報の受発信と関係
機関との連携強化

②地域の教育資源や人材活用ができたか
A

3.55
A

3.45
A

3.8
A

3.8

３．地域貢献等の積極的推進 ③各種の地域貢献は推進できたか
A

3.45
A

3.45
A

3.8
A

3.8

④保護者の学校行事への参加やPTA活動の活性化はなさ
れたか

B
2.82

B
2.82

B
3.0

B
3.2

１．効果的・実践的な自己研
修、校内研修の充実

①公開授業、校内研修会を計画的に実施して資質向上に
努めたか

A
3.27

B
3.00

A
3.8

A
3.6

２．公開授業の充実 ②授業改善につながる充実した公開授業がなされたか
B

3.18
B

2.91
B

3.0
B

3.2

３．服務規律の遵守、心身の健
康管理

③自己目標を適正に定めて、達成に向けて取り組んだか
A

3.45
A

3.36
A

3.8
A

3.8

④教育公務員としての自覚を持ち、服務規律の遵守に努
めたか

A
3.73

A
3.73

A
3.8

A
3.8

１．目指す学校像・生徒像を共
有した教育活動の推進

①PDCAサイクルによる活力のある教育活動は推進でき
たか

B
3.18

B
3.09

B
3.0

B
3.2

２．教職員が一丸となった学校
経営と協働体制の確立

②部長・主任のリーダーシップによる校務の推進は図れ
たか

A
3.55

A
3.45

A
3.8

Ａ
3.8

③事業、行事ごとの評価、課題や改善点の明確化は図れ
たか

A
3.36

A
3.36

A
3.8

A
3.8

５　自由記載欄

①協働体制は良好であり、時間外勤務縮減に関しても改善が進
んできている。今後もＰＤＣＡサイクルを意識した教育活動に
努める。
②今後も教職員同士が個性を理解し合い、相互に支援し合う体
制づくりに努める。また、日常的な相談や会話ができる時間
的、精神的なゆとりの確保に努める。
③行事ごとの事後アンケート等で改善点を明確にし、行事等の
作業の精選に努める。

学校関係者の意見

・全校生徒が少ないので、ボランティア活動、クラブ活動の他、少数精鋭で生徒一人一人の努力により活動していると思います。その活動が学校の存続に繋がる思いますので、教職員の
さらなる努力をお願い致します。
・新型コロナ対応、対策でお疲れ様でございます。先生の人数が少ない中で、各々良く頑張っておられるようです。今後とも宜しくお願いします。

学
 
 
校
 
 
運
 
 
営

信
頼
さ
れ
る
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り

①学校便りやwebページで行事や学校の様子を掲載するととも
に、町の広報や新聞等の報道にも積極的に教育活動が掲載され
るように働きかけ、地域内外に本校の教育活動を発信してい
く。また、今後とも小中学校とも連携した広報活動を推進す
る。
②今後も地域の人的・物的資源を活用し、地域とのつながりを
大切にしながら生徒のためになる教育活動の実施に努める。
③地域との連携行事は引き続き継続し、地域に対して積極的に
貢献する。また、小中高合同発表会等で異校種間連携を行うこ
とで小中の児童生徒の手本となるので、今後も生徒間連携につ
いても推進していく。
④昨年度より学校便りや保護者宛文書等をメール配信システム
(楽メ)を通じて配布することとした。そのため、保護者に早く
確実に届くことになったので、今後とも積極的に活用してい
く。

学校関係者の意見

ＰＴＡ活動、コロナ等で活動が制限されるのは理解できるが、小中と違い高校は保護者の活動が低い為、相互情報の共通化の努力がほしい。

教
職
員
の
資
質
向
上

①教員の研究会等への参加は積極的であり、校内においても適
宜、適切な研修が行われている。研修時間の確保が課題であ
り、タイムマネジメントと業務改善に努める。
②設定した公開授業だけでなく、授業改善のために積極的に他
の教科の授業を見学するよう啓発する。
③新しい時代に求められる資質・能力を理解し、自己目標を設
定し日々研鑽に励む姿勢を持つように努める。
④日常の継続的な啓発に努め、事例等を具体的に情報として提
供し、事例研究を行うことで不祥事の未然防止に努める。

学校関係者の意見

組
織
運
営

教
　
育
　
活
　
動
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①生徒理解を基本とした生徒指導のために、カウンセリングや
コーチングに係る研修への参加促進に努める。保健の授業やほ
けんだより、健康安全に係る外部講師の活用等により、自らの
健康管理に係る意識の向上に努める。
②今後もスクールカウンセラーやパートナーティーチャー、生
徒在住の行政(外部)機関等との連携を継続し、生徒理解に努め
るとともに生徒・保護者の支援体制を構築する。
③特別な支援を必要とする生徒の見極めを客観的に行うととも
に、個別な対応が必要な生徒に対し就学支援委員会等で方策を
立て全教職員で指導にあたる体制を構築する。

学校関係者の意見

保護者との理解と支援がキーワード

自己評価 学校関係者評価


